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地
方
監
査
制
度
改
革
に
関

す
る
議
論
が
、
全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。
高
島
市
に

お
け
る
監
査
制
度
の
現
状

認
識
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。 

監
査
制
度
改
革
と
公
会

計
改
革
に
つ
い
て
、
高
島
市

の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

 

総
務
部
長

　

監
査
制
度
は
、
公
正
で
合

理
的
か
つ
効
率
的
な
事
務
・

会
計
処
理
を
確
保
す
る
た
め

の
重
要
な
制
度
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の

会
計
は
、
現
金
主
義
を
採
用

す
る
一
方
で
、
住
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
、
財
政
の

効
率
化
・
適
正
化
を
図
る
た

め
、
発
生
主
義
等
の
企
業
会

計
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
国
は
全

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
財

務
書
類
４
表
（
貸
借
対
照

表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

資
金
収
支
計
算
書
、
純
資
産

変
動
計
算
書
）
の
整
備
・
公

表
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
地
方
公

共
団
体
が
、
自
ら
の
権
限
と

責
任
に
お
い
て
規
律
あ
る
財

政
運
営
を
行
い
、
ま
た
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
た

め
に
、
財
務
書
類
４
表
の
作

成
・
公
表
が
重
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
改
革

は
、
会
計
処
理
の
透
明
化
を

図
る
上
で
、
必
要
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

 

議
会
の
役
割
と
し
て
の

監
視
機
能
に
対
し
て
、
情
報

提
供
の
問
題
が
あ
る
。
常
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
提

供
を
提
案
し
た
い
。
市
の
見

解
を
伺
う
。

 

政
策
部
長

　

政
策
立
案
に
必
要
な
情
報

等
は
、
今
後
と
も
適
時
適
切

に
提
供
し
て
い
く
よ
う
、
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

全
国
の
自
治
体
で
、
実

に
多
く
の
不
正
事
件
が
発

生
し
て
い
る
。
市
長
も
議
員

も
４
年
毎
に
選
挙
が
あ
り
、

や
や
も
す
る
と
施
策
や
事
業

に
対
し
て
「
特
定
業
者
ま
た

は
組
織
等
へ
の
利
益
誘
導
や

選
挙
対
策
で
は
」
と
、
市
民

か
ら
疑
わ
れ
る
よ
う
な
発
言

や
議
論
に
陥
る
危
険
性
が
あ

る
。
常
に
大
所
高
所
か
ら
、

特
定
の
市
民
の
利
益
に
偏
ら

な
い
議
論
が
必
要
と
考
え
る

が
、
監
査
制
度
の
充
実
強
化

の
観
点
か
ら
市
の
見
解
を
伺

う
。 

総
務
部
長

　

現
行
の
予
算
・
決
算
制
度

を
維
持
し
つ
つ
、
発
生
主
義

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
財

務
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

市
の
監
査
制
度
の
現
状
と

課
題
を
質
す

山
川　

恒
雄　

議
員

 

6
次
産
業
に
つ
い
て
、

3
ヶ
月
間
の
検
証
の
中
で
、

課
題
と
捉
え
ら
れ
た
も
の

は
。
ま
た
、
市
の
役
割
を
ど

の
よ
う
に
再
構
築
す
る
の

か
。 

産
業
経
済
部
長

　

国
の
認
定
を
受
け
た
6
次

産
業
に
つ
い
て
は
、
開
発
面

で
使
用
材
料
の
収
穫
時
期
や

販
路
開
拓
が
課
題
で
す
。
ま

た
、
道
の
駅
な
ど
で
販
売
し

て
い
る
農
産
加
工
品
に
つ
い

て
は
、
販
売
実
績
が
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

検
証
を
踏
ま
え
た
市
の
役

割
は
、
6
次
産
業
化
へ
の
取

り
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
、

各
事
業
者
へ
の
支
援
や
ア
ド

バ
イ
ス
、
説
明
会
や
異
業
種

間
交
流
等
に
積
極
的
に
関
わ

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。 

発
酵
食
サ
ミ
ッ
ト
に
向

け
た
準
備
の
中
で
、
こ
れ
を

契
機
と
し
た
産
業
の
活
性
へ

ど
の
よ
う
に
繋
げ
る
の
か
。

 

単
に
開
催
す
る
こ
と
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
島
な

ら
で
は
の
資
源
を
活
用
し
た

発
酵
食
品
の
生
産
振
興
等
、

市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み

ま
す
。

将
来
あ
る
べ
き
森
林
の
姿

を
考
え
る

 

高
島
市
内
の
杉
の
植
林

面
積
の
内
、
52
％
は
40
年

を
超
え
て
お
り
、
な
お
10
年

お
け
ば
88
％
が
40
年
を
超
え

る
。
伐
期
を
迎
え
、
今
後
の

植
林
の
あ
り
方
は
数
十
年
先

の
高
島
市
と
琵
琶
湖
を
考
え

る
上
で
重
要
で
あ
る
。
識
見

を
問
う
。

 

森
林
の
多
面
的
機
能
を

維
持
増
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
高
島
市
森
林
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
多
様
で

健
全
な
森
林
へ
の
誘
導
に
向

け
て
効
率
的
な
施
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

安
曇
川
駅
前
活
性
化
の
進

捗
状
況
は

 

安
曇
川
駅
前
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
が

見
え
な
い
。
現
在
の
状
況
と

今
後
の
展
開
は
。

 

政
策
部
長

　

職
員
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

協
議
を
始
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
学
識
経
験
者
や
商
工
・

観
光
関
係
者
等
の
参
画
を
求

め
、
民
間
委
員
を
中
心
と
し

た
検
討
委
員
会
を
今
年
度
中

に
は
設
置
し
、
基
本
的
な
考

え
方
を
提
案
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
皆
様
か
ら
も
ご
意
見
を
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て

 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

受
付
窓
口
と
同
じ
。
解
り
や

す
さ
、
更
新
の
遅
れ
等
へ
の

対
策
は
。
特
に
観
光
ペ
ー
ジ

に
熱
意
を
。

 

シ
ス
テ
ム
全
体
の
陳
腐

化
は
否
め
ま
せ
ん
。
今
年

度
、
全
体
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

観
光
情
報
の
発
信
に
つ
い

て
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
観
光
協

会
や
事
業
者
等
と
連
携
し
、

内
容
や
発
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
工
夫
し
ま
す
。

産
業
の
活
性
化
へ

６
次
産
業
と
発
酵
食

梅
村　

勝
久　

議
員

 

若
者
の
定
住
や
移
住
を

勧
め
て
い
る
高
島
市
に
と
っ

て
、
住
ま
い
以
外
の
仕
事
や

教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
大
切
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
高
島
市
の
山
間

地
に
は
、
遠
く
離
れ
た
学
校

に
通
う
児
童
も
お
り
、
通
学

バ
ス
の
便
が
十
分
で
な
い
地

域
も
あ
る
。
通
学
手
段
の
現

状
は
ど
う
か
。

 

教
育
部
長

　

学
校
へ
の
通
学
手
段
に
つ

い
て
は
、
小
学
生
は
概
ね
片 

道
2
㎞
以
上
、
中
学
生
は
概

ね
片
道
4
㎞
以
上
の
場
合

に
、
路
線
バ
ス
等
を
活
用
し

て
お
り
ま
す
。

  

な
お
、
バ
ス
路
線
が
な
い

地
域
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

を
運
行
し
、
遠
距
離
通
学
を

す
る
児
童
生
徒
の
通
学
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
山
間
地
域

で
は
、
保
護
者
の
理
解
の
も

と
、
保
護
者
が
送
迎
さ
れ
て

い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

 

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

未
設
置
３
６
１
教
室
の
う

ち
、
１
５
５
教
室
分
の
実
施

設
計
費
と
し
て
１
、５
５
２ 

万
８
千
円
が
、
そ
し
て
未
設

置
で
あ
る
全
教
室
へ
の
整
備

見
込
額
と
し
て
４
億
６
、８ 

２
８
万
８
千
円
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
当
該
事
業
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
考
慮

さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

教
育
部
長

　

小
中
学
校
に
整
備
す
る
エ

ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
多
く
の
電
力
を
要
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
て
も
、
必

要
と
さ
れ
る
電
力
量
の
約
1

割
し
か
賄
え
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
屋
上
に
設
備
を

設
置
す
る
た
め
に
は
、
校
舎

自
体
の
補
強
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
当
該
事
業

に
お
い
て
は
、
太
陽
光
発
電

の
導
入
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
高
島
市
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
導

入
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
学
校
教
育
施
設

や
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て

も
、
そ
の
有
効
性
を
判
断
し

な
が
ら
、
地
域
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
島
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 
現
状
を
報
告
く
だ
さ
い
。

 

産
業
経
済
部
長

　

廃
止
に
伴
う
補
助
金
返
還

の
協
議
調
整
と
と
も
に
、
譲

渡
後
の
利
活
用
の
方
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
早
急
に
活

用
方
法
を
お
示
し
で
き
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
定
住
と
教
育
環
境
に
つ
い
て

山
内　

陽
子　

議
員

高島市ホームページ

小学校に設置されているエアコン




